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はじめに――子どもの貧困、学校統廃合、学校職員の非正規化
１　子どもの貧困の現状と課題
　（1）子どもの貧困率 16.3％という現実
　（2）現行の選別主義的施策
　（3）戦後の子どもの貧困対策と就学督励

２　戦後公教育体制の解体と３つの課題
　（1）安倍政権による戦後公教育の解体
　（2）子ども、地域、学校

３　新たな選別主義的施策
　（1）「学歴・学力保障」に向かう選別主義施策
　（2）「学歴・学力保障」政策の具体的な展開
　（3）足立区の「2015 年子どもの貧困対策元年」

４　普遍主義の進展・義務教育の無償化
　（1）学校財政の脆弱性
　（2）義務教育の無償化への展望
　（3）高校授業料の無償化

子どもの貧困と
公教育
義務教育無償化・教育機会の平等に向けて

新自由主義的な日本の教育再編のなか、「子どもの貧困」「学校
統廃合」「学校職員の非正規化」が深刻な問題となっている。本書
は、これら三つの課題に対して、教育行財政からのアプローチを試
み、普遍主義の立場から教育福祉を構築していくことを模索する。

◆内容構成◆

教育行財政研究所主宰、専修大学非常勤講師。
専門は教育行財政学、学校事務論、教育施設環
境論ほか。主な著書に、『公教育における包摂と
排除』（共著、八月書館、2008年）、『公教育改革
への提言』（編著、八月書館、2011年）、『学校財
政』（単著、学事出版、2013年）、『市場化する学
校』（編著、八月書館、2014年）など。

５　学校統廃合
　（1）学校設置と統廃合の戦後史
　（2）文科省の路線転換
　（3）地方創生と学校の統廃合
　（4）都市部における学校統廃合
　（5）脱統廃合

６　学校職員の非正規化と外部化
　（1）学校職員構成の変容
　（2）教員の多忙化の現実と理由
　（3）学校スタッフ職の非正規、官製ワーキングプア化
　（4）21 世紀ピラミッド型学校職員雇用
　（5）公設民営学校と教育バウチャー

おわりに――公教育の再生、展望と課題


